
Sheat Date Project Sheat Scale

A1:   - A3:   -式 会 社 熊 澤 建 築 設 計 事 務 所株 特記仕様書 構造関係（その８）

・ 適用範囲
8

耐
震
改
修
工
事　

共
通
事
項

・柱補強工事　（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

・制振改修工事

・耐震スリット新設工事

・免震改修工事

・柱補強工事　（鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

・連続繊維補強工事

工事内容

・鉄骨ブレースの設置工事

・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

・改修標準仕様書　８章　耐震改修工事

・改修標準仕様書において８章耐震改修工事以外の改修工事で８章を引用している部分

・土工事及び地業工事

・

既存構造体コンクリート面の目荒らしの程度

・打継ぎ面の10～15%程度に、平均深さ 2～5㎜（最大7㎜）程度の凹凸を、全体にわたって

・既存柱、梁面

・ 既存部分の処理等

既存構造体の撤去

・図示による（　　　　　　）　

撤去範囲

[8.21.2、3][8.22.2、3][8.23.2、3][8.24.4][8.25.2][8.28.2]

・図示による（　　　　　　）　

はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置

鉄筋の種類等

・ 鉄筋 [8.2.1]
8-1

鉄
筋
工
事

鉄線の形状等

・ 溶接金網 [8.2.2]

鉄筋の継手の方法等

・ 鉄筋の継手 [8.3.4][8.4.2,3]

呼 び 径 (㎜)種類の記号

・SD295

・SD345

・

・

鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径 (㎜) 使 用 部 位

備　考

種　類 種類の記号

・溶接金網

・鉄筋格子

呼 び 径 (㎜)

・ガス圧接　　・機械式継手

・重ね継手　　

継 手 方 法部　 位

その他の鉄筋(　　　　　　)

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋 ・重ね継手　　

・溶接継手

・鉄筋のかぶり厚さ

軽量コンクリートを適用する場合

耐久性上不利な箇所がある場合(塩害等を受けるおそれのある部分等)　

最小かぶり厚さ及び間隔

・あり　適用箇所(　　　　　　)

・あり　適用箇所(　　　　　　)

・ 機械式継手

適用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

(溶接金網を含む)

鉄筋の定着長さ

・最小かぶり厚さに加える厚さ　(　　　)㎜　　

・ A級 　 　

・図示による(　　　　　　)　　

・ 溶接継手

適用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

・ A級 　 　

・図示による(　　　　　　)　　

溶接継手の工法

・図示による(　　　　　　) 　

・最小かぶり厚さに加える厚さ　(　　　)㎜　　

[8.3.4]

[8.3.5]

[8.4.2]

[8.4.3]

・ 圧接完了後の試験 [8.3.8]

超音波探傷試験

※行う（全圧接部）

・ 割裂補強筋 [8.21.6][8.22.7]

形状

・スパイラル筋

8-2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

・ コンクリートの

気乾単位容積質量に

よる種類及び強度等

[8.1.3]

コンクリートの類別　　

・ コンクリートの種類

規定の他、水和熱が7日目で352Ｊ/ｇ 以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ 以下のものとする）

[8.2.5]

適用箇所(　　　　　　　　　)

・フライアッシュセメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　)

・高炉セメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　)

種　類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

・

・ セメント

Ｇ

Ｇ

[8.2.5]

※A　　・B

・ 骨材

・混和剤

・ 混和材料

混和剤の種類

※改修標準仕様書 8.2.5(4)(a)による　　

・混和材

※改修標準仕様書 8.2.5(4)(b)による　　

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

[8.1.3][8.1.4][8.2.5][8.9.2]

アルカリシリカ反応性による区分

混和材の種類

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)

[8.2.5]

・ マスコンクリート

セメントの種類

・高炉セメントB種

・普通ポルトランドセメント

混和剤の種類

・中庸熱ポルトランドセメント

・低熱ポルトランドセメント

・フライアッシュセメントB種

適用箇所

・図示による(　　　　　　)　　

・混和剤

スランプ

※ 15㎝ 　　

Ｇ

Ｇ

混和材料

 (6.13.1)(6.13.2)

・

・ 暑中コンクリート

構造体強度補正値

[8.10.2]

[8.11.1]

設計基準強度　　

適用箇所　　

・ 無筋コンクリート

スランプ

※15㎝又は18㎝　　

　2
※ 18N/㎜　　

適用箇所　

・ 流動化コンクリート (6.15.1)

・図示による(　　　　　　)   　

・ 打継ぎの位置、

ひび割れ誘発目地、

目地寸法

・標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)による　　・図示による(　　　　　　)   

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)[3.7.3]

[8.1.4]

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

・ 構造体コンクリートの

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法

・ 打増し厚さ

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・ 20㎜ 　　

[8.7.8]

(打放し仕上げ部)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・図示による(　　　　　　)   　

・10㎜　　・20mm   

適 用 箇 所種　別

・A種

・C種

・B種

・ 型枠

せき板の材料及び厚さ

・断熱材を兼用した型枠材

・ＭＣＲ工法用シート

(6.8.2)[8.2.7]

スリーブの材種・規格等

打増し厚さ　・20㎜　　・　

打増し範囲　・図示による(　　　　　　)　　・　

シアコネクタをセパレーターとして使用

・ 型枠の加工及び組立 [8.7.8]

使用箇所

[8.21.8][8.23.5～7]

部 位打 設 工 法

   打込み工法等

補 強 工 法

・

・工法指定なし

・工法指定なし

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ),(2)

・圧入工法  8.21.8(1)(ｲ),(3)

・ ・図示による(         )　

・全ての増設壁　・図示による(       )

・

  ート壁の増設工事

・現場打ちコンクリ

  閉鎖フープ巻き

  金網巻き及び溶接

・柱補強工事（溶接

既存柱外周部あと打ちコンクリート又は構造体用モルタルの厚さ

鋼板巻き工法及び帯板巻き付け工法での型枠等

・発泡プラスチック保温材等を埋込む

柱頭及び柱脚の隙間部間の型枠

・ コンクリートの

コンクリートの打設工法の種類

・全ての増設壁　・図示による(       )

・全ての増設壁　・図示による(       )

・全ての柱補強部分 ・図示による(    )

・図示による(         )　

・工法指定なし・

  工法）

・図示による(　　　　　　)　　

8-3

鉄
骨
工
事

鉄骨製作工場の加工能力

・ 鉄骨製作工場

・ 鉄骨製作工場における

※配置する

・監督職員の承諾する工場

[8.1.6]

[8.1.5]

種類等

・ 鋼材

　工場又は同等以上の能力のある工場

※建築基準法         　に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している鉄骨製作第68条の25

・JISによる　　

規  格種類の記号 適用箇所（主要な部分）

[8.2.8]

・合板(※12mm　　・　　　)　　　・　　Ｇ

セメントの種類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又はフライアッシュ

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

Ｇ

Ｇ

既存杭の撤去等

・撤去範囲及び撤去方法

・ 構造体用モルタル

構造体用モルタル

[8.2.6]

フロー値(　　　　　　)

・全ての柱補強部分 ・図示による(    )

・全ての柱補強部分 ・図示による(    )

・打継ぎ面等の15～30%程度に、平均深さ 2～5㎜（最大7㎜）程度の凹凸を、全体にわたって

・既存壁

つける。

つける。

適 用 箇 所
スランプ

2

設計基準強度 

・普通コンクリート

・軽量コンクリート

・ ・

(cm) (N/㎜ )

気乾単位容積質量

(t/m )
3

・2.3程度

・

適 用 箇 所
スランプ

2

設計基準強度 

・

・

※ 21　 　

・

(cm) (N/㎜ )

気乾単位容積質量

(t/m )
3

・

・

種類

・1種　　・2種

構造体強度補正値　※改修標準仕様書表8.2.4による　　

構造体強度補正値　※改修標準仕様書表8.2.4による　　

フライアッシュセメントA種（普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された　　　　

・シリカセメント

※標準仕様書6.13.2(2)(ｱ)による　　

混和材の種類

・混和材

※標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)による　　

構造体強度補正値　※標準仕様書表6.13.1による　　

コンクリートの種類

※普通コンクリート　　

　セメントA種

・図示による(　　　　　　)　　

打継目地

・図示による(　　　　　　)　　

使用箇所

・図示による(　　　　　　)　　

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ),(2)

・圧入工法  8.21.8(1)(ｲ),(3)

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ),(2)

・圧入工法  8.21.8(1)(ｲ),(3)

柱頭及び柱脚の隙間の寸法

・図示による(　　　　　　)　　

補強後の仕上げ

・図示による(　　　　　　)　　

   施工管理技術者

打継ぎの位置

・図示による(　　　　　　)   　

　　仕上り

・

・

・図示による(　　　　　　)　　・　

・ 鉄筋の定着

機械式定着工法

・適用する

適用箇所

・図示による（　　　　　　）　　

種類

・摩擦圧接接合　　　　・螺合グラウト固定

・篏合グラウト固定　　

工法

※第三者機関の評定等を取得している工法とする

必要定着長さ

※評定等の評価内容による

補強筋形状

※評定等の評価内容による

かぶり厚さ

※評定等の評価内容による

品質確認

※評定等の評価内容による

検査

※評定等の評価内容による

種類

・ねじ式鉄筋継手

充填方式

・無機グラウト方式　　・有機グラウト方式　　

・端部ねじ加工継手

工法

※第三者機関の評定等を取得している工法とする

検査

※評定等の評価内容による

・モルタル充填式継手

・

鉄筋相互のあき

※評定等の評価内容による

品質の確認

※評定等の評価内容による

施工完了後の継手部の試験

・外観試験

試験対象

※全数

試験項目

・評定等の評価内容による　　

試験方法

・評定等の評価内容による　　

・超音波測定試験

施工完了後の継手部の試験

・外観試験

試験対象

※全数

試験項目

・評定等の評価内容による　　

試験方法

・評定等の評価内容による　　

・超音波探傷試験

・

種類の記号

・SR235またはSWM-P

・

呼び径、曲げ直径、ピッチ

・図示による

・

適用箇所

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による（　　　　　)　　

・JISによる　　

・JISによる　　

・JISによる　　

・JISによる　　

・JISによる　　

不合格となった場合の措置

・

試験項目

※JIS Z 3064（鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定方法及び

　判定基準）による

試験対象

・抜取り

ロット

・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする。

・

試験の箇所数

1ロットに対して（　　　　　　）箇所

・全数

※挿入長さ

試験方法

不合格となった場合の措置

試験方法

※JIS Z 3063（鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波測定方法及び判定基準）

・

試験項目

試験対象

・抜取り

ロット

・1組の作業班が1日に行った溶接箇所で、最大200箇所程度とする。

・

試験の箇所数

1ロットに対して（　　　　　　）箇所

・全数

※内部欠陥の検出

　による

※6N/mm　　　
2

耐力壁の重ね継手の長さ

継手位置

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）5.1、6.1、7.1、7.3、8.1）　　

・

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(a)(2)及び表3.1）　　

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(a)(2)及び表3.1）　　

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(b)）　　

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）4.1　表4.1）　　

適 用 箇 所種　別

・a種

・c種

・b種

コンクリートの仕上りの平たんさ（柱・梁・壁）

　化粧打ち放しコンクリート、塗装仕上げ、壁紙張り、

  接着剤による陶磁器質タイル張り

　仕上塗材塗り

　セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り、モルタル塗り、胴縁下地

適 用 箇 所種　別

・a種

・c種

・b種

コンクリートの仕上りの平たんさ（床）

　合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、コンクリート直均し仕上げ、

  フリーアクセスフロア（置敷式）

　カーペット張り、防水下地、セルフレベリング材塗り

　タイル張り、モルタル塗り、二重床

（　M　）グレード以上

圧縮強度(　45以上　　)

・24 ・　18

・鉄骨部材による補強工事

D10～D16

D19～D25

Φ6-150×150

（図面による）

S-特-001旧ラ・プラス青い森大規模改修工事2025/02



Sheat Date Project Sheat Scale

A1:   - A3:   -式 会 社 熊 澤 建 築 設 計 事 務 所株 特記仕様書 構造関係（その９）

8-8

土
工
事
及
び
地
業
工
事

・ 埋戻し及び盛土

材料及び工法

※改修標準仕様書表8.28.1による 

[8.13.10]・ 仮組

仮組を行う範囲　

[8.15.3]・ 溶接作業を行う

技能資格者の 試験の要領

・ 溶接接合

[8.13.3]

・鋼製エンドタブ の切断する部分　

スカラップの形状　　

開先の形状　　

切断する箇所

[8.15.4][8.15.7]

・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部　

・ 入熱､パス間温度の

溶接条件

適用箇所　　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

・図示による(　　　　　　)　

・図示による(　　　　　　)　　　・　  　

・図示による(　　　　　　)　　　・　

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　　・　

・製作精度

・ 溶接部の試験

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　

[8.15.12]

・ 錆止め塗装

塗料の種別

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止め塗料の種別

・下記以外の鉄鋼面は、7章[塗装改修工事]による

・耐火被覆材が接着する面の塗料の種別

・

[7.3.3][8.17.2、4]

※ A種 　 　

・ 耐火被覆 [8.18.2]～[8.18.8]

   設置等

・ アンカーボルト等の

種別

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

・A種　　・B種

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

[8.22.9]・ 鉄骨ブレース設置後の

   仕上げ

[8.12.7]

確認強度　　

・ 穿孔

・ 施工確認試験

埋込み配管等の探査方法　

・

・はつり出しによる

・鉄筋探知器（金属探知器）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

試験方法　

※引張試験機による引張試験

8-5

グ
ラ
ウ
ト
工
事

・グラウト材

・ 柱底均しモルタル及び

[8.12.4]

8-4

あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
工
事

[8.2.4]

・

・金属系アンカー

・引張耐力　　・　　　kN　　・図示による(　　　　　　)

・性能確認試験　　

・接着系アンカー

アンカーの種類　※カプセル方式回転打撃式　　

接着剤の品質　　

接合筋の種類、径、長さ

・有機系　　・無機系

アンカー筋の種類　　

・ あと施工アンカー

材料等

試験方法及び試験数

グラウト材

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態については、規定しない。

JIS R 5210｢ポルトランドセメント｣に適合した普通または早強ポルトランド

無収縮グラウト材の材質等

セメント

セメントとする。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもので、特に精

混和材 セメント系（酸化カルシウム及びカルシウム・サルフォ・アルミネート等に

よって膨張する性質を利用するもの）とする。

材齢　 28日　　40.0 N/㎜ 以上

１）NEXCO試験方法　試験法 312-1999「無収縮モルタル品質管理試験方法」

　　による。プレミックス形と現場調合形で混和材が同一の場合の試験は

試験方法

塩化物量

　　プレミックス形のみとする。

0.30kg/m　以下
3

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

無収縮グラウト材の品質及び試験方法

圧縮強度

無収縮性

ブリージング

材齢　　7日　　収縮しない

材齢　　3日　　20.0 N/㎜ 以上
2

2

２）塩化物量の試験は、JIS A 1144「フレッシュコンクリート中の水の塩化

　　物イオン濃度試験方法」による。

Ｊロートによる流下時間
コンシステンシー

練混ぜ完了から3分以内の値　：　8±2秒

凝結開始時間　：　1時間以上

終結時間　：　10時間以内
凝結時間

柱底均しモルタル厚さ及び工法の種別

厚さ　

[8.28.3]

・ 普通ボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

ボルト及びナットの材料

[8.13.2](7.2.3)

座金

※JIS B 1256による　　

 [8.13.2][8.14.2][8.20.5]

・トルシア形高力ボルト　　

・ 高力ボルト

高力ボルトの種類

・

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・すべり試験の実施

・すべり係数試験　　・すべり耐力試験

・図示による（　　　　　　）　　

 [8.2.9][8.13.2][8.14.2]

・ 溶融亜鉛めっき

   高力ボルト ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

摩擦面の処理方法

※ねじの呼び径+1.0mm　　・　

・建方用アンカーボルト

種類

・ アンカーボルト (7.2.4)(7.3.2)

・ 溶接材料

溶接材料

・改修標準仕様書 8.2.10(1)(2)による

[8.2.10]

・

・ スタッド

種類等

呼 び 名 適 用 箇 所呼び長さ (㎜)

・16

・19

・22

・工場溶接の場合　

※全数

・工場現場溶接の場合　

※全数

・せん断耐力　・　　　kN　　・図示による(　　　　　　)

セット方式　　※本体打込み式改良型　　・　　　

・図示による(　　　　　　)　　

アンカー筋の新設壁内への定着の長さ

・性能確認試験　　

試験方法及び試験数

・図示による(　　　　　　)　　

鉄骨の製作精度は、JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]に加えて、次による

・柱底均しモルタル

※無収縮モルタル

・

[8.2.12]

8-6

連
続
繊
維
補
強
工
事

工法の種類

・ひび割れ部改修　　

引張強度（含浸硬化後）

連続繊維の材料

ヤング係数（含浸硬化後）

・炭素繊維　

・ 連続繊維シート [8.2.13][8.24.6]

・アラミド繊維

・

範囲

・図示による（　　　　　　）　　

・

・（　　　）N/㎜　　

・（　　　）N/㎜　　

2

2

・図示による（　　　　　　）　　

試験数量

連続繊維補強材の強度試験　　

・ 仕上げ

・図示による（　　　　　　）　　

[8.24.7]

・引張強度試験

※JIS A 1191（コンクリート用連続繊維シートの引張試験方法）による

・付着強度試験

※JIS A 6909（建築用仕上塗材）による

・

・

・図示による（　　　　　　）　　

試験数量

・下地処理

・柱及び梁の隅角部の面取りの大きさ

・図示による（　　　　　　）　　

種類、材料、工法等

種　類

・乾式吹付けロックウ

・半乾式吹付けロック

・湿式ロックウール

・

・

・耐火材吹付け

・繊維混入けい酸カル

・

・高断熱ロックウール

・

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ラス張りモルタ
－

材料・工法 適用箇所（部位・部分）

　ル塗り

性能（耐火時間）

　ール

　ウール

　シウム板

・標準仕様書 表7.2.3(JIS附属書品)又は次による

・

・ABR400  　・ABR490　　

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・　

8-7

耐
震
ス
リ
ッ
ト
新
設
工
事

・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

既存撤去部の埋込み配管等の探査方法

幅及び深さ　　

・ 耐震スリットの施工前

・はつりだしによる

・ 耐震スリット充填材の

・耐火材

使用箇所及び仕様

・遮音材

使用箇所及び仕様

[8.25.2]

・ 耐震スリットの方式、

・完全　　・部分

設置箇所

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

[8.25.2]

[8.12.4]

・図示による(　　　　　　)　　

・B種　適用場所(　　　　　　)

・C種　適用場所(　　　　　　)　　土質(　　　　　　)　　受渡場所(　　　　　　)

・D種  適用場所(　　　　　　)

（品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％  未満とする。）  

・ 杭地業

支持層の位置及び土質（基礎ぐいの先端位置含む）

・図示による(　　　　　　)　　

[8.2.15][8.28.4](4.3.8)

杭の材料、工法、寸法、施工方法等

・図示による(　　　　　　)　　

・試験杭の位置、本数及び寸法並びに施工方法

・図示による(　　　　　　)　　

・杭の継手の箇所数、材料、工法等

・図示による(　　　　　　)　　

・杭の溶接継手

技能資格者の技量　・図示による(　　　　　　)　　

溶接部の確認　　　・図示による(　　　　　　)　　

・杭頭の処理

・処理しない

・処理する

処理方法（切断にともなう補強方法含む）

・図示による(　　　　　　)　　

・杭頭の中詰め材料

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　

杭の精度

水平方法の位置ずれ

建て込み時の杭の鉛直度

記録する施工状況等

・図示による(　　　　　　)　　

・ 砂利地業

材料

[8.2.15][8.28.4]

砂利厚さ

※60mm

・再生クラッシャラン　　　・切込砂利又は切込砕石Ｇ

・ 捨コンクリート地業

捨コンクリートの厚さ

※50mm

 [8.2.15][8.28.4]

設計基準強度

※18N/mm 　　

スランプ

※15cm又は18cm　　

2

・引張耐力　　・　　　kN　　・図示による(　　　　　　)

・せん断耐力　・　　　kN　　・図示による(　　　　　　)

・JIS形高力ボルト

・すべり試験の実施

・すべり係数試験　　・すべり耐力試験

[8.2.11]

切断範囲

・

・鋼製エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から5mm以下を残して直線状に切断する。

  なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する

平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等

・｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣3.5.2　受入検査による

・抜き取り検査①

※抜き取り検査②

JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準] の付表3「溶接」に関する試験方法等

・JASS 6 10.4[受入検査]e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶込み

  溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の抜取箇所と同一とする。外観試験の

  不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い、再試験する

塗料の範囲

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

・図示による(　　　　　　)　　

耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

・耐火塗料 ・

構造用アンカーボルトの形状及び寸法

・図示による(　　　　　　)　　

建方用アンカーボルトの形状及び寸法

・図示による(　　　　　　)　　

種別　

(7.10.3)

アンカー本体の径及び埋込み長さ

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

アンカー筋の径及び埋込み長さ

補強工事後の仕上げ

　 幅及び深さ 方式

 　の埋込み配管等の探査

　 挿入及び周囲補修等

撤去部の補修

・

コンクリートの種類

・　　　　　　　　　　※普通コンクリート

通しダイアフラムの突合せ継手の食い違いの寸法

※H12建告第1464号第二号イ(2)による

アンダーカットの寸法

※H12建告第1464号第二号イ(3)による

食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法

・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

・

・

・

・構造用アンカーボルト

種類

・図示による（構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔）

切断面の仕上げ

・改修標準仕様書8.15.7(1)(ｶ)(b)②による

・

砂

※撤去材と同一材で補修

・ブラスト処理(表面粗度50μｍRｚ以上)

・りん酸塩処理

・ ・

摩擦面の処理方法

・

・改修標準仕様書8.14.2(1)による。 

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

[8.15.7][8.15.10]

・材料（　　　　　　　　　　　　）　　工法（　　　　　　　　　　　　）

・杭径の1/4かつ100mm以下　　・評定等の評価内容による 　

・

・1/100以内　　・評定等の評価内容による 　

・

　すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.14.2(1)(ｲ)による摩擦面の確認は、本試験で

　作成した対比試験片で行うこと。

ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は、

ボルトの径の値以下とする。

ボルトの規格は、JIS B 1180とする。

ボルトの種類は、呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、材料は鋼とする。

ナットの規格は、JIS B 1181とする。

ナットの種類は、六角ナット－Cとし、材料は鋼とする。

　すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.20.5(1)(ｱ)又は(ｲ)による摩擦面の確認は、

　本試験で作成した対比試験片で行うこと。

技量付加試験

・SS400　　

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※標準仕様書 表7.2.3による　　

・標準仕様書7.2.4以外のアンカーボルト

適用箇所

・図示による（　　　　　　）　　

・SS400　　 

種類

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※標準仕様書 表7.2.3による　　

・

※A種　　・B種

※改修標準仕様書8.17.2(1)による　・図示による(　　　　　　)　　・　

・図示による（耐震補強共通図）　　　

[8.12.1]

※改修標準仕様書8.12.1（2）による。　

・耐震改修部位に使用するD13以上のあと施工アンカーは、ケーシング又はダイヤモンドビット

・ あと施工アンカー穿孔

　工法

　等を用いた低騒音工法を採用する。

適 用 箇 所厚　さ

・

　・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下、土間コンクリート下

適 用 箇 所厚　さ

・

　・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下　　　

　・

同R3年度版形式

同R3年度版形式

同R3年度版形式

・図示による(　全域　　)　　　

・AOQL 4%

・図示による(　　CS-003　　　)   　

・図示による(　　CS-003　　　)   　

（図面による）

S-特-002旧ラ・プラス青い森大規模改修工事

・A種　適用場所(　全域　　　)

2025/02





























かぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶり

(有効埋込み長さ8da)(有効埋込み長さ8da)(有効埋込み長さ8da)(有効埋込み長さ8da)(有効埋込み長さ8da)(有効埋込み長さ8da)(有効埋込み長さ8da)
D10 @500x@500D10 @500x@500D10 @500x@500D10 @500x@500D10 @500x@500D10 @500x@500D10 @500x@500

はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）

はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）

はしあき（５ｄａ以上）はしあき（５ｄａ以上）はしあき（５ｄａ以上）はしあき（５ｄａ以上）はしあき（５ｄａ以上）はしあき（５ｄａ以上）はしあき（５ｄａ以上）

新設新設新設新設新設新設新設既存既存既存既存既存既存既存
壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚 壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚

既存壁とのシアコネクター既存壁とのシアコネクター既存壁とのシアコネクター既存壁とのシアコネクター既存壁とのシアコネクター既存壁とのシアコネクター既存壁とのシアコネクター

接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー

Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３

シアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタ

たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋
(断面表による)(断面表による)(断面表による)(断面表による)(断面表による)(断面表による)(断面表による)

［シングルの場合］［シングルの場合］［シングルの場合］［シングルの場合］［シングルの場合］［シングルの場合］［シングルの場合］

［ダブルの場合］［ダブルの場合］［ダブルの場合］［ダブルの場合］［ダブルの場合］［ダブルの場合］［ダブルの場合］

［チドリの場合］［チドリの場合］［チドリの場合］［チドリの場合］［チドリの場合］［チドリの場合］［チドリの場合］
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90°フック90°フック90°フック90°フック90°フック90°フック90°フック

たて・よこ共たて・よこ共たて・よこ共たて・よこ共たて・よこ共たて・よこ共たて・よこ共
シアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタ

Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３
接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー

（原則として、中央に配置する。）（原則として、中央に配置する。）（原則として、中央に配置する。）（原則として、中央に配置する。）（原則として、中央に配置する。）（原則として、中央に配置する。）（原則として、中央に配置する。）

ｇ（5.5da以上）ｇ（5.5da以上）ｇ（5.5da以上）ｇ（5.5da以上）ｇ（5.5da以上）ｇ（5.5da以上）ｇ（5.5da以上）

へりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあき

PPPPPPP

注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。

あと施工アンカーの位置と間隔あと施工アンカーの位置と間隔あと施工アンカーの位置と間隔あと施工アンカーの位置と間隔あと施工アンカーの位置と間隔あと施工アンカーの位置と間隔あと施工アンカーの位置と間隔

あと施工アンカーの形状と接合筋あと施工アンカーの形状と接合筋あと施工アンカーの形状と接合筋あと施工アンカーの形状と接合筋あと施工アンカーの形状と接合筋あと施工アンカーの形状と接合筋あと施工アンカーの形状と接合筋
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ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋

割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋

接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋

既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁

あばら筋又は帯筋あばら筋又は帯筋あばら筋又は帯筋あばら筋又は帯筋あばら筋又は帯筋あばら筋又は帯筋あばら筋又は帯筋

先端は45゜カット先端は45゜カット先端は45゜カット先端は45゜カット先端は45゜カット先端は45゜カット先端は45゜カット

接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤
接合面接合面接合面接合面接合面接合面接合面

既存躯体既存躯体既存躯体既存躯体既存躯体既存躯体既存躯体 増設補強壁増設補強壁増設補強壁増設補強壁増設補強壁増設補強壁増設補強壁

レイタンス等除去水湿しレイタンス等除去水湿しレイタンス等除去水湿しレイタンス等除去水湿しレイタンス等除去水湿しレイタンス等除去水湿しレイタンス等除去水湿し
壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚型枠型枠型枠型枠型枠型枠型枠 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。

b アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等がb アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等がb アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等がb アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等がb アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等がb アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等がb アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等が

a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)

ある場合には、監督職員と協議する。ある場合には、監督職員と協議する。ある場合には、監督職員と協議する。ある場合には、監督職員と協議する。ある場合には、監督職員と協議する。ある場合には、監督職員と協議する。ある場合には、監督職員と協議する。

外部振動機叩き締め外部振動機叩き締め外部振動機叩き締め外部振動機叩き締め外部振動機叩き締め外部振動機叩き締め外部振動機叩き締め

普通コンクリート打設要領普通コンクリート打設要領普通コンクリート打設要領普通コンクリート打設要領普通コンクリート打設要領普通コンクリート打設要領普通コンクリート打設要領

  による普通コンクリート施工後  による普通コンクリート施工後  による普通コンクリート施工後  による普通コンクリート施工後  による普通コンクリート施工後  による普通コンクリート施工後  による普通コンクリート施工後
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ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋

接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋

割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋

c 鉄筋等の探査c 鉄筋等の探査c 鉄筋等の探査c 鉄筋等の探査c 鉄筋等の探査c 鉄筋等の探査c 鉄筋等の探査

既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁

接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

頭部ナット付頭部ナット付頭部ナット付頭部ナット付頭部ナット付頭部ナット付頭部ナット付

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

あと施工あと施工あと施工あと施工あと施工あと施工あと施工

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

max20°max20°max20°max20°max20°max20°max20°

可可可可可可可
不可不可不可不可不可不可不可

無収縮グラウト圧入要領無収縮グラウト圧入要領無収縮グラウト圧入要領無収縮グラウト圧入要領無収縮グラウト圧入要領無収縮グラウト圧入要領無収縮グラウト圧入要領

により無収縮グラウトを圧入する。により無収縮グラウトを圧入する。により無収縮グラウトを圧入する。により無収縮グラウトを圧入する。により無収縮グラウトを圧入する。により無収縮グラウトを圧入する。により無収縮グラウトを圧入する。(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁

せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋

型枠型枠型枠型枠型枠型枠型枠

コンクリート打込み工法(流し込み工法)コンクリート打込み工法(流し込み工法)コンクリート打込み工法(流し込み工法)コンクリート打込み工法(流し込み工法)コンクリート打込み工法(流し込み工法)コンクリート打込み工法(流し込み工法)コンクリート打込み工法(流し込み工法)
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既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁 既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁
コンクリート投入口コンクリート投入口コンクリート投入口コンクリート投入口コンクリート投入口コンクリート投入口コンクリート投入口 空気抜空気抜空気抜空気抜空気抜空気抜空気抜

無収縮グラウト圧入無収縮グラウト圧入無収縮グラウト圧入無収縮グラウト圧入無収縮グラウト圧入無収縮グラウト圧入無収縮グラウト圧入

グラウト圧入口グラウト圧入口グラウト圧入口グラウト圧入口グラウト圧入口グラウト圧入口グラウト圧入口

注) 有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた注) 有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた注) 有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた注) 有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた注) 有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた注) 有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた注) 有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた

　　部分からの寸法とする。　　部分からの寸法とする。　　部分からの寸法とする。　　部分からの寸法とする。　　部分からの寸法とする。　　部分からの寸法とする。　　部分からの寸法とする。

接合筋(異形鉄筋)接合筋(異形鉄筋)接合筋(異形鉄筋)接合筋(異形鉄筋)接合筋(異形鉄筋)接合筋(異形鉄筋)接合筋(異形鉄筋)

接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤

先端は45゜カット先端は45゜カット先端は45゜カット先端は45゜カット先端は45゜カット先端は45゜カット先端は45゜カット

既存部材の目荒し処理既存部材の目荒し処理既存部材の目荒し処理既存部材の目荒し処理既存部材の目荒し処理既存部材の目荒し処理既存部材の目荒し処理

既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁

目荒しの程度目荒しの程度目荒しの程度目荒しの程度目荒しの程度目荒しの程度目荒しの程度

１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度施す。１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度施す。１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度施す。１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度施す。１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度施す。１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度施す。１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度施す。
２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。

目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し

目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し

目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し

目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し

金属系の場合は5°以内とする。金属系の場合は5°以内とする。金属系の場合は5°以内とする。金属系の場合は5°以内とする。金属系の場合は5°以内とする。金属系の場合は5°以内とする。金属系の場合は5°以内とする。

既存部鉄筋既存部鉄筋既存部鉄筋既存部鉄筋既存部鉄筋既存部鉄筋既存部鉄筋

切断位置切断位置切断位置切断位置切断位置切断位置切断位置
土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

新設土間コンクリート新設土間コンクリート新設土間コンクリート新設土間コンクリート新設土間コンクリート新設土間コンクリート新設土間コンクリート 既存基礎梁既存基礎梁既存基礎梁既存基礎梁既存基礎梁既存基礎梁既存基礎梁

鉄筋切断位置鉄筋切断位置鉄筋切断位置鉄筋切断位置鉄筋切断位置鉄筋切断位置鉄筋切断位置

割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋

あと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカー

新設壁新設壁新設壁新設壁新設壁新設壁新設壁

同ピッチとする）同ピッチとする）同ピッチとする）同ピッチとする）同ピッチとする）同ピッチとする）同ピッチとする）
(ピッチは既存部鉄筋と(ピッチは既存部鉄筋と(ピッチは既存部鉄筋と(ピッチは既存部鉄筋と(ピッチは既存部鉄筋と(ピッチは既存部鉄筋と(ピッチは既存部鉄筋と
たて筋・よこ筋共D10たて筋・よこ筋共D10たて筋・よこ筋共D10たて筋・よこ筋共D10たて筋・よこ筋共D10たて筋・よこ筋共D10たて筋・よこ筋共D10
新設部鉄筋新設部鉄筋新設部鉄筋新設部鉄筋新設部鉄筋新設部鉄筋新設部鉄筋

　　　　印部分の既存土間コン　　　　印部分の既存土間コン　　　　印部分の既存土間コン　　　　印部分の既存土間コン　　　　印部分の既存土間コン　　　　印部分の既存土間コン　　　　印部分の既存土間コン
クリート（鉄筋は残す）をクリート（鉄筋は残す）をクリート（鉄筋は残す）をクリート（鉄筋は残す）をクリート（鉄筋は残す）をクリート（鉄筋は残す）をクリート（鉄筋は残す）を
撤去する。撤去する。撤去する。撤去する。撤去する。撤去する。撤去する。

新設壁と土間コンクリート部分の取合新設壁と土間コンクリート部分の取合新設壁と土間コンクリート部分の取合新設壁と土間コンクリート部分の取合新設壁と土間コンクリート部分の取合新設壁と土間コンクリート部分の取合新設壁と土間コンクリート部分の取合
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1.コンクリ－ト打込み要領1.コンクリ－ト打込み要領1.コンクリ－ト打込み要領1.コンクリ－ト打込み要領1.コンクリ－ト打込み要領1.コンクリ－ト打込み要領1.コンクリ－ト打込み要領

2.空気抜きおよびグラウト圧入口2.空気抜きおよびグラウト圧入口2.空気抜きおよびグラウト圧入口2.空気抜きおよびグラウト圧入口2.空気抜きおよびグラウト圧入口2.空気抜きおよびグラウト圧入口2.空気抜きおよびグラウト圧入口
空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。

2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。

(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。

注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。

山が２山以上出ること。山が２山以上出ること。山が２山以上出ること。山が２山以上出ること。山が２山以上出ること。山が２山以上出ること。山が２山以上出ること。

(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)

アンカー筋形状アンカー筋形状アンカー筋形状アンカー筋形状アンカー筋形状アンカー筋形状アンカー筋形状 ナット付き異形棒鋼(開口補強筋用はナット付き異形棒鋼(開口補強筋用はナット付き異形棒鋼(開口補強筋用はナット付き異形棒鋼(開口補強筋用はナット付き異形棒鋼(開口補強筋用はナット付き異形棒鋼(開口補強筋用はナット付き異形棒鋼(開口補強筋用は

アンカ－関係共通事項アンカ－関係共通事項アンカ－関係共通事項アンカ－関係共通事項アンカ－関係共通事項アンカ－関係共通事項アンカ－関係共通事項

接着系アンカ-の有効埋め込み長さ接着系アンカ-の有効埋め込み長さ接着系アンカ-の有効埋め込み長さ接着系アンカ-の有効埋め込み長さ接着系アンカ-の有効埋め込み長さ接着系アンカ-の有効埋め込み長さ接着系アンカ-の有効埋め込み長さ

接着系アンカ-の有効定着長さ接着系アンカ-の有効定着長さ接着系アンカ-の有効定着長さ接着系アンカ-の有効定着長さ接着系アンカ-の有効定着長さ接着系アンカ-の有効定着長さ接着系アンカ-の有効定着長さ
一般部    ：Ln1=20da一般部    ：Ln1=20da一般部    ：Ln1=20da一般部    ：Ln1=20da一般部    ：Ln1=20da一般部    ：Ln1=20da一般部    ：Ln1=20da
開口補強筋：Ln2=L1＋5da開口補強筋：Ln2=L1＋5da開口補強筋：Ln2=L1＋5da開口補強筋：Ln2=L1＋5da開口補強筋：Ln2=L1＋5da開口補強筋：Ln2=L1＋5da開口補強筋：Ln2=L1＋5da

一般部   ：Le1=8da一般部   ：Le1=8da一般部   ：Le1=8da一般部   ：Le1=8da一般部   ：Le1=8da一般部   ：Le1=8da一般部   ：Le1=8da
開口補強筋：Le2=11da開口補強筋：Le2=11da開口補強筋：Le2=11da開口補強筋：Le2=11da開口補強筋：Le2=11da開口補強筋：Le2=11da開口補強筋：Le2=11da

片面フレア溶接片面フレア溶接片面フレア溶接片面フレア溶接片面フレア溶接片面フレア溶接片面フレア溶接 両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接

ddddddd

/2/2/2/2/2/2/2

２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の

長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．

１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。

10d10d10d10d10d10d10dLaLaLaLaLaLaLa LbLbLbLbLbLbLb
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鉄筋フレア溶接要領鉄筋フレア溶接要領鉄筋フレア溶接要領鉄筋フレア溶接要領鉄筋フレア溶接要領鉄筋フレア溶接要領鉄筋フレア溶接要領
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撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部

撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部

撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部撤去部及び新設壁部

深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後

撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）

撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）

既存壁等撤去要領図既存壁等撤去要領図既存壁等撤去要領図既存壁等撤去要領図既存壁等撤去要領図既存壁等撤去要領図既存壁等撤去要領図 注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。

深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断

無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修
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スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ
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直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁

無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修

20202020202020

撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）

無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後
無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修

撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）

深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後

撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-スラブ 取合部

柱柱柱柱柱柱柱

20202020202020

梁梁梁梁梁梁梁
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撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-直交壁 取合部
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厚 目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断

柱柱柱柱柱柱柱

注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）鉄筋はつり出しは、特記による。

nFLnFLnFLnFLnFLnFLnFL

目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断

目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断目荒らし鉄筋切断

新設壁厚新設壁厚新設壁厚新設壁厚新設壁厚新設壁厚新設壁厚

梁梁梁梁梁梁梁

新設壁厚新設壁厚新設壁厚新設壁厚新設壁厚新設壁厚新設壁厚

注記）特記なき壁等の撤去は下図による。注記）特記なき壁等の撤去は下図による。注記）特記なき壁等の撤去は下図による。注記）特記なき壁等の撤去は下図による。注記）特記なき壁等の撤去は下図による。注記）特記なき壁等の撤去は下図による。注記）特記なき壁等の撤去は下図による。

注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。

ｇ（4da以上）ｇ（4da以上）ｇ（4da以上）ｇ（4da以上）ｇ（4da以上）ｇ（4da以上）ｇ（4da以上）

へりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあき

へりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあき

又、先端形状は45°以上カットする。又、先端形状は45°以上カットする。又、先端形状は45°以上カットする。又、先端形状は45°以上カットする。又、先端形状は45°以上カットする。又、先端形状は45°以上カットする。又、先端形状は45°以上カットする。

鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断

D10 @500x@500D10 @500x@500D10 @500x@500D10 @500x@500D10 @500x@500D10 @500x@500D10 @500x@500
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シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋

割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋

接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋

既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁

シングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカー シングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカー ダブルアンカーダブルアンカーダブルアンカーダブルアンカーダブルアンカーダブルアンカーダブルアンカー

ナット無し）とし、ナットからねじナット無し）とし、ナットからねじナット無し）とし、ナットからねじナット無し）とし、ナットからねじナット無し）とし、ナットからねじナット無し）とし、ナットからねじナット無し）とし、ナットからねじ

※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。
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Le1Le1Le1Le1Le1Le1Le1
Ln1Ln1Ln1Ln1Ln1Ln1Ln1
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　　　または接着系アンカーの　　　または接着系アンカーの　　　または接着系アンカーの　　　または接着系アンカーの　　　または接着系アンカーの　　　または接着系アンカーの　　　または接着系アンカーの

Ｌｄ：アンカー筋の全長Ｌｄ：アンカー筋の全長Ｌｄ：アンカー筋の全長Ｌｄ：アンカー筋の全長Ｌｄ：アンカー筋の全長Ｌｄ：アンカー筋の全長Ｌｄ：アンカー筋の全長

ｄａ：アンカー軸部の直径、ｄａ：アンカー軸部の直径、ｄａ：アンカー軸部の直径、ｄａ：アンカー軸部の直径、ｄａ：アンカー軸部の直径、ｄａ：アンカー軸部の直径、ｄａ：アンカー軸部の直径、

Ｄａ：既存コンクリート躯体へＤａ：既存コンクリート躯体へＤａ：既存コンクリート躯体へＤａ：既存コンクリート躯体へＤａ：既存コンクリート躯体へＤａ：既存コンクリート躯体へＤａ：既存コンクリート躯体へ

Ｌｎ：有効定着長さＬｎ：有効定着長さＬｎ：有効定着長さＬｎ：有効定着長さＬｎ：有効定着長さＬｎ：有効定着長さＬｎ：有効定着長さ

Ｌｅ：アンカーの有効埋め込みＬｅ：アンカーの有効埋め込みＬｅ：アンカーの有効埋め込みＬｅ：アンカーの有効埋め込みＬｅ：アンカーの有効埋め込みＬｅ：アンカーの有効埋め込みＬｅ：アンカーの有効埋め込み

Ｌ　：コンクリートの穿孔深さ、Ｌ　：コンクリートの穿孔深さ、Ｌ　：コンクリートの穿孔深さ、Ｌ　：コンクリートの穿孔深さ、Ｌ　：コンクリートの穿孔深さ、Ｌ　：コンクリートの穿孔深さ、Ｌ　：コンクリートの穿孔深さ、

Ln2Ln2Ln2Ln2Ln2Ln2Ln2

ＤａＤａＤａＤａＤａＤａＤａ

※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。

シヤコネクタ：Le3=7daシヤコネクタ：Le3=7daシヤコネクタ：Le3=7daシヤコネクタ：Le3=7daシヤコネクタ：Le3=7daシヤコネクタ：Le3=7daシヤコネクタ：Le3=7da
外付補強ブレース部：Le =13da外付補強ブレース部：Le =13da外付補強ブレース部：Le =13da外付補強ブレース部：Le =13da外付補強ブレース部：Le =13da外付補強ブレース部：Le =13da外付補強ブレース部：Le =13da

　　　埋込長さ　　　埋込長さ　　　埋込長さ　　　埋込長さ　　　埋込長さ　　　埋込長さ　　　埋込長さ

　　　長さ　　　長さ　　　長さ　　　長さ　　　長さ　　　長さ　　　長さ

　　　の穿口径　　　の穿口径　　　の穿口径　　　の穿口径　　　の穿口径　　　の穿口径　　　の穿口径

　　　アンカー筋の呼び名　　　アンカー筋の呼び名　　　アンカー筋の呼び名　　　アンカー筋の呼び名　　　アンカー筋の呼び名　　　アンカー筋の呼び名　　　アンカー筋の呼び名

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

アンカーアンカーアンカーアンカーアンカーアンカーアンカー

新設新設新設新設新設新設新設符号符号符号符号符号符号符号 備    考備    考備    考備    考備    考備    考備    考壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚

あと施工アンカー要領図あと施工アンカー要領図あと施工アンカー要領図あと施工アンカー要領図あと施工アンカー要領図あと施工アンカー要領図あと施工アンカー要領図壁断面表壁断面表壁断面表壁断面表壁断面表壁断面表壁断面表

耐震補強基準要領耐震補強基準要領耐震補強基準要領耐震補強基準要領耐震補強基準要領耐震補強基準要領耐震補強基準要領

Sheat Sheat Sheat Sheat Sheat Sheat Sheat ProjectProjectProjectProjectProjectProjectProject SheatSheatSheatSheatSheatSheatSheat

A1:A1:A1:A1:A1:A1:A1: A3:A3:A3:A3:A3:A3:A3:

DateDateDateDateDateDateDate ScaleScaleScaleScaleScaleScaleScale

株株株株株株株 式式式式式式式 会会会会会会会 社社社社社社社 熊熊熊熊熊熊熊 澤澤澤澤澤澤澤 建建建建建建建 築築築築築築築 設設設設設設設 計計計計計計計 事事事事事事事 務務務務務務務 所所所所所所所 耐震補強共通図耐震補強共通図耐震補強共通図耐震補強共通図耐震補強共通図耐震補強共通図耐震補強共通図    -   -   -   -   -   -   -    -   -   -   -   -   -   - S-014S-014S-014S-014S-014S-014S-014

鉄筋被り厚さは、４０とする。鉄筋被り厚さは、４０とする。鉄筋被り厚さは、４０とする。鉄筋被り厚さは、４０とする。鉄筋被り厚さは、４０とする。鉄筋被り厚さは、４０とする。鉄筋被り厚さは、４０とする。
ただし、屋外で仕上げなしのときはただし、屋外で仕上げなしのときはただし、屋外で仕上げなしのときはただし、屋外で仕上げなしのときはただし、屋外で仕上げなしのときはただし、屋外で仕上げなしのときはただし、屋外で仕上げなしのときは

Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。

（５）はしあき寸法（５）はしあき寸法（５）はしあき寸法（５）はしあき寸法（５）はしあき寸法（５）はしあき寸法（５）はしあき寸法

（７）その他（７）その他（７）その他（７）その他（７）その他（７）その他（７）その他
イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。
ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方

（１）スリーブ管の大きさ（１）スリーブ管の大きさ（１）スリーブ管の大きさ（１）スリーブ管の大きさ（１）スリーブ管の大きさ（１）スリーブ管の大きさ（１）スリーブ管の大きさ
1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。
4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）

出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。
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a≦100a≦100a≦100a≦100a≦100a≦100a≦100

１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。
２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋と同径と２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋と同径と２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋と同径と２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋と同径と２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋と同径と２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋と同径と２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋と同径と

（１）スリーブ管の大きさ（１）スリーブ管の大きさ（１）スリーブ管の大きさ（１）スリーブ管の大きさ（１）スリーブ管の大きさ（１）スリーブ管の大きさ（１）スリーブ管の大きさ

（３）スリーブ管のピッチ（３）スリーブ管のピッチ（３）スリーブ管のピッチ（３）スリーブ管のピッチ（３）スリーブ管のピッチ（３）スリーブ管のピッチ（３）スリーブ管のピッチ

ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方

８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場

    において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。    において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。    において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。    において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。    において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。    において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。    において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。

５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。

４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。

６．Ｌ1=40ｄとする。６．Ｌ1=40ｄとする。６．Ｌ1=40ｄとする。６．Ｌ1=40ｄとする。６．Ｌ1=40ｄとする。６．Ｌ1=40ｄとする。６．Ｌ1=40ｄとする。

３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。

７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。

（２）スリーブ管の数（２）スリーブ管の数（２）スリーブ管の数（２）スリーブ管の数（２）スリーブ管の数（２）スリーブ管の数（２）スリーブ管の数

　  する。　  する。　  する。　  する。　  する。　  する。　  する。

以上離す。以上離す。以上離す。以上離す。以上離す。以上離す。以上離す。

壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）

接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー
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a≦100a≦100a≦100a≦100a≦100a≦100a≦100

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
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鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子

（６）開口補強（６）開口補強（６）開口補強（６）開口補強（６）開口補強（６）開口補強（６）開口補強

不要。不要。不要。不要。不要。不要。不要。
鉄筋は絶対に切らないこと。鉄筋は絶対に切らないこと。鉄筋は絶対に切らないこと。鉄筋は絶対に切らないこと。鉄筋は絶対に切らないこと。鉄筋は絶対に切らないこと。鉄筋は絶対に切らないこと。

以上離す。以上離す。以上離す。以上離す。以上離す。以上離す。以上離す。
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壁の開口補強要領（鉄筋の場合）壁の開口補強要領（鉄筋の場合）壁の開口補強要領（鉄筋の場合）壁の開口補強要領（鉄筋の場合）壁の開口補強要領（鉄筋の場合）壁の開口補強要領（鉄筋の場合）壁の開口補強要領（鉄筋の場合）

接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー
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５０とする。５０とする。５０とする。５０とする。５０とする。５０とする。５０とする。

壁配筋要領壁配筋要領壁配筋要領壁配筋要領壁配筋要領壁配筋要領壁配筋要領 鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子

連結筋連結筋連結筋連結筋連結筋連結筋連結筋

チドリ配筋チドリ配筋チドリ配筋チドリ配筋チドリ配筋チドリ配筋チドリ配筋
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断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による 断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による

断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による 断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による

断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による

断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による

（４）へりあき寸法（４）へりあき寸法（４）へりあき寸法（４）へりあき寸法（４）へりあき寸法（４）へりあき寸法（４）へりあき寸法

９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。

鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき

間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔

あきあきあきあきあきあきあき

DDDDDDD DDDDDDD Dは、鉄筋のDは、鉄筋のDは、鉄筋のDは、鉄筋のDは、鉄筋のDは、鉄筋のDは、鉄筋の

のもの以上とする。のもの以上とする。のもの以上とする。のもの以上とする。のもの以上とする。のもの以上とする。のもの以上とする。

1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍
2)　25mm2)　25mm2)　25mm2)　25mm2)　25mm2)　25mm2)　25mm

鉄筋間隔のあきは、次の値のうち最大鉄筋間隔のあきは、次の値のうち最大鉄筋間隔のあきは、次の値のうち最大鉄筋間隔のあきは、次の値のうち最大鉄筋間隔のあきは、次の値のうち最大鉄筋間隔のあきは、次の値のうち最大鉄筋間隔のあきは、次の値のうち最大

3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名
  　の数値)の1.5倍  　の数値)の1.5倍  　の数値)の1.5倍  　の数値)の1.5倍  　の数値)の1.5倍  　の数値)の1.5倍  　の数値)の1.5倍

最大外径最大外径最大外径最大外径最大外径最大外径最大外径

1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。
1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。
4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）

出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。

柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。
不要。不要。不要。不要。不要。不要。不要。
割裂補強筋部分は避けること。鉄筋は絶対に切らないこと。割裂補強筋部分は避けること。鉄筋は絶対に切らないこと。割裂補強筋部分は避けること。鉄筋は絶対に切らないこと。割裂補強筋部分は避けること。鉄筋は絶対に切らないこと。割裂補強筋部分は避けること。鉄筋は絶対に切らないこと。割裂補強筋部分は避けること。鉄筋は絶対に切らないこと。割裂補強筋部分は避けること。鉄筋は絶対に切らないこと。

1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。
（２）スリーブ管の数（２）スリーブ管の数（２）スリーブ管の数（２）スリーブ管の数（２）スリーブ管の数（２）スリーブ管の数（２）スリーブ管の数
（３）スリーブ管のピッチ（３）スリーブ管のピッチ（３）スリーブ管のピッチ（３）スリーブ管のピッチ（３）スリーブ管のピッチ（３）スリーブ管のピッチ（３）スリーブ管のピッチ

（４）へりあき寸法（４）へりあき寸法（４）へりあき寸法（４）へりあき寸法（４）へりあき寸法（４）へりあき寸法（４）へりあき寸法
（５）開口補強（５）開口補強（５）開口補強（５）開口補強（５）開口補強（５）開口補強（５）開口補強
（６）その他（６）その他（６）その他（６）その他（６）その他（６）その他（６）その他

あと施工アンカー引張試験16KN(終局強度の2/3以上)あと施工アンカー引張試験16KN(終局強度の2/3以上)あと施工アンカー引張試験16KN(終局強度の2/3以上)あと施工アンカー引張試験16KN(終局強度の2/3以上)あと施工アンカー引張試験16KN(終局強度の2/3以上)あと施工アンカー引張試験16KN(終局強度の2/3以上)あと施工アンカー引張試験16KN(終局強度の2/3以上)

たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋

壁開口補強筋壁開口補強筋壁開口補強筋壁開口補強筋壁開口補強筋壁開口補強筋壁開口補強筋

ななめ筋ななめ筋ななめ筋ななめ筋ななめ筋ななめ筋ななめ筋

割裂補強スパイラル筋割裂補強スパイラル筋割裂補強スパイラル筋割裂補強スパイラル筋割裂補強スパイラル筋割裂補強スパイラル筋割裂補強スパイラル筋

鉄　筋鉄　筋鉄　筋鉄　筋鉄　筋鉄　筋鉄　筋 スパイラル径スパイラル径スパイラル径スパイラル径スパイラル径スパイラル径スパイラル径
たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋
アンカー筋アンカー筋アンカー筋アンカー筋アンカー筋アンカー筋アンカー筋

たて，よこ筋たて，よこ筋たて，よこ筋たて，よこ筋たて，よこ筋たて，よこ筋たて，よこ筋
主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋 接 合 筋接 合 筋接 合 筋接 合 筋接 合 筋接 合 筋接 合 筋
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たてD13@200 ダブルたてD13@200 ダブルたてD13@200 ダブルたてD13@200 ダブルたてD13@200 ダブルたてD13@200 ダブルたてD13@200 ダブル
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たてD13@200 ダブルたてD13@200 ダブルたてD13@200 ダブルたてD13@200 ダブルたてD13@200 ダブルたてD13@200 ダブルたてD13@200 ダブル

よこD10@200 ダブルよこD10@200 ダブルよこD10@200 ダブルよこD10@200 ダブルよこD10@200 ダブルよこD10@200 ダブルよこD10@200 ダブル

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 6Φ＠506Φ＠506Φ＠506Φ＠506Φ＠506Φ＠506Φ＠50 70707070707070150150150150150150150W15W15W15W15W15W15W15
たてD10@200 ダブルたてD10@200 ダブルたてD10@200 ダブルたてD10@200 ダブルたてD10@200 ダブルたてD10@200 ダブルたてD10@200 ダブル たてD10@200 ダブルたてD10@200 ダブルたてD10@200 ダブルたてD10@200 ダブルたてD10@200 ダブルたてD10@200 ダブルたてD10@200 ダブル

よこD10@200 チドリよこD10@200 チドリよこD10@200 チドリよこD10@200 チドリよこD10@200 チドリよこD10@200 チドリよこD10@200 チドリ よこD10@200 チドリよこD10@200 チドリよこD10@200 チドリよこD10@200 チドリよこD10@200 チドリよこD10@200 チドリよこD10@200 チドリ

2025/022025/022025/022025/022025/022025/022025/02 旧ラ・プラス青い森改修設計業務旧ラ・プラス青い森改修設計業務旧ラ・プラス青い森改修設計業務旧ラ・プラス青い森改修設計業務旧ラ・プラス青い森改修設計業務旧ラ・プラス青い森改修設計業務旧ラ・プラス青い森改修設計業務
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